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 ㏆年，中小規模の㞳ᓥでは急㏿に過␯化や高㱋化が進ࢇでおり 1)2)3)4)，㈝用面から生άに必要な海ୖ஺㏻を⥔

ᣢすることが次第に困難になるとඹに，乗船⪅が船舶の乗下船に困難をឤじるようになってきている．また，

㞳ᓥの自↛等のほග㈨※には㨩力があるものの，本ᅵからの࢔クࢭスやࢥストがネックとなりほග客数はῶᑡ

傾向にある．そこで当所では㞳ᓥ⯟㊰の෇⁥な⥔ᣢ࣭ᨵၿ࣭௦᭰を㏻じた㞳ᓥᒃఫ⪅の生ά基┙の⥔ᣢや㞳ᓥ

ほග等の࿘㐟஺㏻のά性化を┠的としてシー࣒レス小型船シス࣒ࢸ(以下シー࣒レス船と記㍕)を開発した 5)．こ

れは，船に搭㍕する㌴୧(ࣂス)が᪑客ᐊとなり，乗客が஺㏻機関の乗り᥮えをせࡎに┠的ᆅまで⛣動できるࣆ

 ．である࣒ࢸック型の஺㏻シスࣂーࢠ
 一方，≉に中小規模の㞳ᓥでは，高㱋化࣭過␯化ࡔけでなく，༺኎࣭小኎ᴗの⾶㏥も進ࢇでいる．そのよう

な㞳ᓥのఫẸはいࡺࢃる㈙い物ᙅ⪅となりつつあるため対⟇が急ົである 6)7)8)．シー࣒レス船は㌴୧の搭㍕が可

能なᗈいゎᨺ型の甲板をᣢち，⛣動㈍኎㌴の㐠ᦙ等のᗈ⠊な用㏵に利用可能である．そこで本報告ではシー࣒

レス船を利用した㈙い物ᨭ᥼⟇として，ᗑ⯒物流の௦᭰となり，またཧ入及び⥅⥆することがᐜ易な⛣動㈍኎

஦ᴗをᥦ᱌する．現ᅾ，ྛᆅでは様ࠎな⛣動㈍኎஦ᴗへの取り⤌みがጞめられている 9)10)11)12)が，㞳ᓥでの⛣動

㈍኎஦ᴗについては検討஦౛もྵめ，あまりぢられない．そこで㞳ᓥに適合した⛣動㈍኎஦ᴗのᥦ᱌を行うと

ඹに，ຠ果を採算評価࣭౽┈評価等により検討する． 
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シー࣒レス船を用いた人員㍺㏦では，乗客は自Ꮿ付㏆のࣂス೵からࣂスに乗り，乗㌴したまま船に乗って⯟

海したのち乗㌴したまま下船し，᭦には┠的ᆅ付㏆のࣂス೵で下㌴することが可能となる．高㱋⪅にとっては

本ᅵഃの⑓㝔や大規模スーࣃーまで直接乗りつけることが可能であるためࣂリࣇ࢔リー度が高く，⛣動の㌟体

的負担が小さくて，発╔ での乗り᥮え時間もᑡないため時間ຠ率が良い．またほග࢔ࢶーࣂスがシー࣒レス

船を利用するのであれࡤ，トランク等荷物をࣂスに乗せたままほගができるためほග客の利౽性が良く，また

㒔合のよい時้に㞳ᓥ࣭本ᅵ間を⛣動できるため自由にスࢪࢣュールを⤌めてほගのຠ率が高くなる．開発し

たシー࣒レス船の実験⯲の一般㓄⨨図を図 1 に，簡単なㅖ元を表 1 に，外ほを図 2 に示す 5)． 
 

 

ᅗ��ᐇ㦂⯪୍ࡢ⯡㓄⨨ᅗ�

 
⾲��ᐇ㦂⯪ࡢᇶᮏㅖඖ�

 
 

 
ᅗ��ᐇ㦂⯪ࡢእほ�ᕥ�⯟ᾏ᫬㸪୰��஌ୗ⯪᫬㸪ྑࢫࣂᦚ㍕ࢫࣂ��

 
シー࣒レス船は以下のような≉ᚩをᣢつ． 

඲㛗 16.50㼙
ᆶ⥺㛫㛗 14.90㼙

ᖜ(ᆺ) 4.60㼙
῝䛥(ᆺ) 1.50㼙

ႚỈ 0.㻣5㼙
⥲䝖䞁ᩘ 1㻣t㼛n

(393)

55ᾏୖᢏ⾡Ᏻ඲◊✲ᡤሗ࿌ࠉ➨ �� ᕳࠉ➨ 㞟ྕ㸦ᖹᡂ≉ࠉྕ� �� ᖺᗘ㸧�⥲ྜሗ࿌

Bl 



 

 

 
ձ 小型船規᱁であるため C22や PM の᤼ฟ量，ᗫ船時のᗫᲠ物量等の⎔境負荷が小さく，また⇞ᩱ㈝࣭

船舶ಟ⧋㈝࣭船舶ᾘ⪖ရ㈝等が低い． 
ղ ᅛ定ᘧの客ᐊがなくࣂスを客ᐊの௦ࢃりに用いるため構造が簡単であり，またྠ一型船を㐃⥆ᘓ造す

ることでᘓ造㈝(ࡦいてはῶ価ൾ༷㈝)をᢚえられる． 
ճ 法௧ୖの乗⤌員は�ྡでよく，またࣂスの㐠転手と兼ົすることも可能であり人௳㈝を๐ῶできる． 

մ ᑓ用ᱞ橋が不要なため㞳╔ᱞ場所のไ⣙がᑡない． 
յ ㌴୧の搭㍕が可能なᗈいゎᨺ型の甲板をᣢち，一般㌴୧はもとより長ᑻ㈌物࣭⅏ᐖ時ᨭ᥼物㈨の㍺㏦

等のᗈ⠊な用㏵に使用可能である． 
 

 ୖ記のうちձղճմが非小型船規᱁の船と比較した࣓リット，ղճյが小型᪑客船と比較した࣓リットとな

る． 
 シー࣒レス船は，ᘓ造㈝や船㈝࣭㐠⯟㈝が低ᗮであり，また，ᗈ⠊な用㏵で用いることがฟ᮶るため，高㱋

化࣭過␯化が進ࡴ中小型㞳ᓥのラࣇ࢖ラ࢖ンをᨭえる海ୖ஺㏻手段の௦᭰ೃ⿵として᭷ᮃと考える． 
 
 

��� �㈙≀ᅔ㞴⪅ၥ㢟࡜㞳ᓥࡢ⌧≧�

 

 ここでは，簡単に一般的な㈙物困難⪅ၥ㢟について㏙࡭，次に㞳ᓥの現状を分ᯒして㞳ᓥఫẸが㈙物ᙅ⪅ 6)7)8)

になりつつある現状を示す． 

 

���� ㈙≀ᅔ㞴⪅ၥ㢟�

 ㈙い物困難⪅には㒔ᕷ型と過␯ᆅ型があり，㞳ᓥは過␯ᆅ型の඾型的なࢣースとなる．㈙い物困難⪅は，高

㱋࣭⑓Ẽ等で一人では外ฟしづらい，㏆所に適切なၟᗑが無い，自ᐙ用㌴࣭ࣂス等の⛣動手段をᣢたない，௦

ᆅ方での高ࡴりに㈙い物に行ってくれるᐙ᪘がいないなどにより㢧ᅾ化するとされている．今後，㞳ᓥをྵࢃ

㱋化࣭過␯化が進ࡴにつれて，ୖ記はゎỴす࡭き大きなၥ㢟となっていくと考えられる． 
 ㈙い物困難⪅への対⟇は，以下の 4  ．ターンに㢮型化されるࣃ
 

ձ ᗑへの⛣動手段をᥦ౪ 
ղ ㏆所にᗑ⯒を❧ᆅ 
ճ ⛣動㈍኎ 
մ Ꮿ㓄ࢧーࣅス 

 
 ձは⛣動の困難をゎᾘとするというシー࣒レス船本᮶の機能である．ղはၟᅪの規模や担い手࣭施タの確保

の面から㞳ᓥでは実現困難である．そこで，ここではճの⛣動㈍኎஦ᴗを検討する．なお，մは本✏でᥦ᱌す

る⛣動㈍኎஦ᴗの付加機能(㈙い物௦行)として実現することも可能である． 
 

���� 㞳ᓥࡢ⌧≧�

以下では文⊩ ����にᥖ㍕されている㞳ᓥ�のうち，୧方に人ཱྀの記㍕のある ��� ᓥを対象に分ᯒを行う�． 
なお，以㝆では文⊩ ��に記㍕されている平成 �� 年時Ⅼでの人ཱྀにᚑい，表 � により㞳ᓥを小規模࣭中規模࣭

大規模の � ✀に分㢮して用いることとする． 
 

                                                  
1 㞳ᓥ᣺⯆法࣭小➟原ㅖᓥ᣺⯆開発≉ูᥐ⨨法࣭዆⨾⩌ᓥ᣺⯆開発≉ูᥐ⨨法࣭沖⦖᣺⯆≉ูᥐ⨨法に指定されている㞳ᓥ

のうち，ఫẸのᒃఫが確認されたᓥ． 
2 人ཱྀの記㍕が無いのは，ᓥが無人化した，あるいは自἞体の合ే等によりᓥとしての人ཱྀ㈨ᩱが無いなどの理由による． 
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⾲��ᮏ⠇࡛⏝ࡿ࠸㞳ᓥࡢつᶍศ㢮�

 
 
��� 人ཱྀの変化 

平成 �� 年においてྛ規模に分㢮された㞳ᓥの数，及び平成 ��࣭�� 年の⥲人ཱྀをㄪ࡭たものを表 � に示す．

表から，シー࣒レス船の適応となる中小型㞳ᓥの人ཱྀは全体の ��ᙅとᑡないものの，㞳ᓥ数では � ๭以ୖと多

数を༨めることが分かる． 
 

⾲��ᓥᩘ࡜⥲ேཱྀ�

 
 

 次に，ྛ規模の㞳ᓥについて，⥲人ཱྀの変化率を図 � に示す．これは，平成 �� 年に対し平成 �� 年は人ཱྀが

どの⛬度の๭合となっているのかを示したものである．図から，㞳ᓥの規模が小さい࡯ど急㏿に人ཱྀῶᑡが進

 ．でいることが分かるࢇ
 

 
ᅗ��⥲ேཱྀࡢኚ໬⋡�+ࢆ��ᇶ‽����

 
��� 年㱋構成の変化 

年㱋ᒙẖの⥲人ཱྀと⪁㱋化率を表 � に，⪁㱋化率の変化を図 � に示す．図表から，人ཱྀ規模が小さい࡯ど高

㱋化が進ࢇでいることが分かる．≉に小規模㞳ᓥでは，࡯ぼ༙数が �� ᡯ以ୖとなる． 
これらは，平成 �� 年及び平成 �� 年の日本全体の⪁㱋化率である �����，����� ���と比࡭ても大ᖜに高い数

値である． 
 

                                                  
3 ㄪᰝ対象から無人化したᓥを㝖いているため，小規模㞳ᓥの実㝿の過␯化㏿度はもっと大きい可能性がある． 

ศ㢮 ேཱྀ
ᑠつᶍ㞳ᓥ           䡚 100ே
୰つᶍ㞳ᓥ     100 䡚 500ே
኱つᶍ㞳ᓥ     500ே 䡚

ேᩘẚ

ᓥ䛾ᩘ ேᩘ(ே) ๭ྜ(㻑) ேᩘ(ே) ๭ྜ(㻑) (㻴22/㻴12)
ᑠつᶍ㞳ᓥ 82 3㻘91㻣 0.5㻑 2㻘692 0.4㻑 68.㻣㻑
୰つᶍ㞳ᓥ 94 24㻘641 3.4㻑 19㻘021 3.0㻑 㻣㻣.2㻑
኱つᶍ㞳ᓥ 10㻣 69㻣㻘82㻣 96.1㻑 611㻘9㻣4 96.6㻑 8㻣.㻣㻑

ィ 283 㻣26㻘385 100.0㻑 633㻘68㻣 100.0㻑 8㻣.2㻑

ศ㢮
㻴22㻴12
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��� ༺኎࣭小኎ᴗᚑ஦⪅数の推⛣ 

ྛ規模の㞳ᓥについて，༺኎࣭小኎ᴗの⥲ᚑ஦⪅数を表 � に示す．大規模な㞳ᓥに比࡭て，中小規模の㞳ᓥ

は流㏻にかかࢃる༺኎࣭小኎ᴗᚑ஦⪅の人数の๭合が大ᖜにᑡないことが分かる．᭦に人ཱྀ一人当たりの変化

率をぢても，大規模な㞳ᓥよりも中小規模の㞳ᓥの方が人ཱྀ一人当たりの༺኎࣭小኎ᴗᚑ஦⪅の人数のῶᑡ率

が大きい． 
 

⾲��༺኎࣭ᑠ኎ᴗࡢ⥲ᚑ஦⪅ᩘ�

 
 

次に，㞳ᓥẖの人ཱྀと༺኎࣭小኎ᴗᚑ஦⪅数の関係を図 � に示す．中小規模の㞳ᓥでは，平ᆒして一定⛬度

の༺኎࣭小኎ᴗᚑ஦⪅数があっても，実㝿はᚑ஦⪅数のࡤらつきが大きく，多くの㞳ᓥで༑分な༺኎࣭小኎஦

ᴗがႠまれていない． 
 

                                                  
4 ⤫計ୖ，年㱋が不詳の⪅がいるため，表 4 と合計は一⮴しない． 

ᖺᑡ ⏕⏘ᖺ㱋 ⪁㱋 (⪁㱋໬⋡) ᖺᑡ ⏕⏘ᖺ㱋 ⪁㱋 (⪁㱋໬⋡)

ᑠつᶍ㞳ᓥ 342 1㻘839 1㻘㻣36 44.3㻑 159 1㻘189 1㻘262 48.4㻑
୰つᶍ㞳ᓥ 2㻘612 12㻘139 9㻘881 40.1㻑 1㻘592 8㻘㻣3㻣 8㻘5㻣0 45.3㻑
኱つᶍ㞳ᓥ 112㻘522 401㻘㻣3㻣 183㻘101 26.3㻑 82㻘880 340㻘350 188㻘323 30.8㻑

ὀ)ᖺᑡேཱྀ䠖0䡚14ᡯ䚸⏕⏘ᖺ㱋ேཱྀ䠖15䡚64ᡯ䚸⪁㱋ேཱྀ䠖65ᡯ䡚䚷 㼇༢఩䠖ே㼉

㻴12 㻴22
ศ㢮

26.3й
30.8й

40.1й

45.3й44.3й
48.4й

0й

10й

20й

30й

40й

50й

60й

,12 ,22

኱つᶍ㞳ᓥ

୰つᶍ㞳ᓥ

ᑠつᶍ㞳ᓥ

⪁
㱋

໬
⋡

䛾
ኚ

໬
΀й

΁

ேཱྀ1ேᙜ䛯䜚ேᩘ
ேᩘ ேཱྀ1ேᙜ䛯䜚 ேᩘ ேཱྀ1ேᙜ䛯䜚 䛾ኚ໬(㻴22/㻴12)

ᑠつᶍ㞳ᓥ 81 0.021 35 0.013 62.9㻑

୰つᶍ㞳ᓥ 8㻣6 0.036 426 0.022 63.0㻑
኱つᶍ㞳ᓥ 55㻘116 0.0㻣9 36㻘㻣05 0.060 㻣5.9㻑

㻴12 㻴22
ศ㢮
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��� ㌴୧数の推⛣ 
 乗用㌴�࣭ ㍍自動㌴の⥲保᭷ྎ数を表 � に示す�．ここで⯆࿡深いのは㞳ᓥの人ཱྀがῶっているにもかかࢃらࡎ，

乗用㌴࣭㍍自動㌴の保᭷ྎ数が急㏿に増えていることである�図 ��．一人当たりの保᭷ྎ数では小規模㞳ᓥで �
年間に⣙ ���� ಸ，中規模㞳ᓥでは⣙ ���� ಸと，㞳ᓥの規模が小さくなる⛬その傾向は㢧著である�ྠ期間にお

ける日本全体のఙびは ���� ಸ ����． 
 

⾲��஌⏝㌴࣭㍍⮬ື㌴ࡢ⥲ಖ᭷ྎᩘ�

 
 

これは，人ཱྀがῶり，高㱋化が進み，᭦に༺኎࣭小኎ᴗが⾶㏥する中で，日ᖖ生άをႠࡴためにいࡤࢃ自⾨

⟇として乗用㌴࣭㍍自動㌴を保᭷した結果であると推ᐹされる． 
 

                                                  
5 乗用㌴とはᬑ㏻㌴と小型㌴をព࿡し，トラック࣭ࣂス࣭≉Ṧ用㏵⪅࣭大型≉Ṧ㌴等をྵまない． 
6 ㌴୧Ⓩ㘓ྎ数の㈨ᩱが自἞体の㒔合により利用できなかったため，沖⦖┴➉ᐩ⏫のྛᓥ(➉ᐩᓥ，す表ᓥ，㬀間ᓥ，小὾ᓥ，

㯮ᓥ，新ᇛᓥୖᆅ，波↷間ᓥ)は㝖外してある． 
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୰つᶍ㞳ᓥ

ྎᩘ 1ேᙜ䛯䜚ྎᩘ ྎᩘ 1ேᙜ䛯䜚ྎᩘ ྎᩘ 1ேᙜ䛯䜚ྎᩘ

ᑠつᶍ㞳ᓥ 681 0.20 814 0.32 120㻑 159㻑
୰つᶍ㞳ᓥ 6㻘019 0.28 6㻘204 0.35 103㻑 12㻣㻑
኱つᶍ㞳ᓥ 3㻣1㻘143 0.56 396㻘819 0.66 10㻣㻑 118㻑

㼇༢఩䠖ྎ㼉

ศ㢮
㻴23㻴16 ẚ⋡(㻴23/㻴16)
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��� ⯟㊰数の推⛣ 
ᓥẖの平ᆒ⯟㊰数を表 � に，平ᆒ⯟㊰数の変化を図 � に示す．平ᆒ⯟㊰数はྛ規模ともῶᑡ傾向にあること

が分かる．なお，本✏で取りୖࡆている物流については，㞳ᓥでは⯟㊰数とྠ様であってῶᑡ傾向にある． 
なお，㞳ᓥにおける物流量の分ᯒ結果を付㘓に示したのでཧ考とされたい． 
 

⾲��ᓥẖࡢᖹᆒ⯟㊰ᩘ�

 

 
ᅗ��ᖹᆒ⯟㊰ᩘࡢኚ໬�+ࢆ��ᇶ‽��

 
以ୖより，≉に中小規模の㞳ᓥでは，過␯化，高㱋化，༺኎࣭小኎ᴗの⾶㏥，⯟㊰数のῶᑡが進ࢇでいる．

一方，ᓥẸ一人あたりの保᭷㌴୧数は全ᅜ平ᆒと比࡭て急激に増加しているが，いࡎれ高㱋⪅も㐠転がฟ᮶な

くなる時が᮶る．これらを日ᖖ生άに必要な物㈨の流れというほⅬからぢると，中小規模の㞳ᓥఫẸはいࡺࢃ

る㈙い物ᙅ⪅となりつつあることを示しており，対⟇が急ົである． 
 次❶では，シー࣒レス船を利用した㈙い物ᙅ⪅対⟇について㏙࡭る． 
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ᥦ᱌する⛣動㈍኎஦ᴗは，ಶ人஦ᴗ主がᆅ元スーࣃーをၟရ౪⤥元とし，㍍自動㌴等を用いて㐌 6 日⛣動㈍

኎を行い，そのうち㐌 2 日⛬度の༗๓あるいは༗後に㞳ᓥをゼၥするものである．小規模な㞳ᓥでも適用可能

であり，௬に⛣動㈍኎஦ᴗの担い手がいない場合はᆅ元スーࣃーがྠ様の⛣動㈍኎を行うことも可能である．

また，付加機能としてぢᏲりや㈙い物௦行を行うこともできる．஦ᴗ࣓࢖ーࢪを図 8 に示す． 
 

 
ᅗ�஦ᴗࢪ࣮࣓࢖ࡢ�

 
本஦ᴗの要㡿及び≉ᚩは以下の㏻りである． 
 

(1) 実施主体 
 ⛣動㈍኎஦ᴗの実施主体はಶ人஦ᴗ主を第一のೃ⿵とする．これはᑓᴗの方が⇕ᚰかつ様ࠎな工ኵをจら

して⛣動㈍኎を行うことを期ᚅできるとの考えからである．この場合，ᆅ元の㞠用の๰ฟともなる．なお，

ೃ⿵⪅がいなかった場合は，ᆅ元スーࣃーが実施主体のೃ⿵となる．この場合には，᪤に஦ᴗ基┙があり，

またྛ✀の࢘ࣁ࢘ࣀもᣢっているため安定した஦ᴗᒎ開を期ᚅできる． 
 

(2) 対象となる㞳ᓥ規模 
 本஦ᴗは人ཱྀがあまり多くない小規模の㞳ᓥでも実施可能である．┠安としては後㏙の採算評価の㏻り，

一ᅇのゼၥ(2か所⛬度)で計 30ྡ⛬度の㉎㈙客が平ᆒ 1,500෇の㈙い物をすることを᝿定している．これは，

౛えࡤ人ཱྀ 100 ྡ，全 50 ୡᖏのうち，㐌 2 ᅇの⛣動㈍኎実施時にྛᅇ 6 ๭のୡᖏが平ᆒ 1,500 ෇の㈙い物を

すれࡤ実現可能である．文⊩ 9)10)によれࡤ，過␯ᆅᇦを対象とした⛣動㈍኎の客単価の実⦼値はୖ記⛬度

が多いとのことであり，本᝿定は㞳ᓥにおける㈙い物の困難さから，㐩成はそれ࡯ど困難ではないと考える． 
 

(3) ၟရの௙入 
 ⛣動㈍኎஦ᴗ⪅が自らၟရを௙入れて኎るのは，௙入れの࢘ࣁ࢘ࣀや人⬦，௙入れ量࣭✀㢮，作ᴗ量等か

らみて難度が高い．そこでᆅ元の༠力スーࣃーのၟရを௦理㈍኎し，⢒利┈を一定๭合で分㓄する方ᘧとす

る 11)．一日の㈍኎はኤ方で終え，኎れなかったၟရは༠力スーࣃーにᡠして値下ࡆ等して኎り切ることで，

ၟရ評価損をᢚえることとする．༠力スーࣃーにとっても，低リスクで㈍኎機会を拡大することがฟ᮶るた

め࣓リットが大きい． 
 

(4) ᪤Ꮡ㞳ᓥၟᗑの保ㆤ 
 㞳ᓥには᫇からの小型ၟᗑがあることが多い．≉段の㓄៖無しに本ᅵからฟかけて⛣動㈍኎を行えࡤ，᪤

Ꮡのၟᗑが❧ち行かなくなって過␯化を進める可能性があり，また㞳ᓥఫẸ間の結びつきがᙉいと考えられ

㞳ᓥ㞟ⴠ1

㞳ᓥ㞟ⴠ2

⛣ື㈍኎㌴

ᆅඖ䝇䞊䝟䞊

 

ᒣ㛫㒊㞟ⴠ2

䝅䞊䝮䝺䝇⯪

ᒣ㛫㒊㞟ⴠ1

㒔ᕷ㒊㞟ⴠ

䝇䞊䝟䞊
᪤Ꮡ㞳ᓥၟᗑ
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ることから཯発等をᣍき，⛣動㈍኎を軌㐨に乗せることが難しくなる．そこで᪤Ꮡの㞳ᓥၟᗑのၟရも⿵ຓ

的に༠力スーࣃーとྠ様に受け入れて⢒利┈をやや多めに分㓄することで，᪤Ꮡ㞳ᓥၟᗑへの影響を最小限

にᢚえる．⛣動㈍኎で኎れなかったၟရの扱いもྠじである． 
 

(5) ᕠᅇࣃターン 
 ⛣動㈍኎では㣗ᩱရや日用ရの㈍኎が主体となるため，1 ゼၥᆅⅬあたり㐌 2 ᅇ⛬度は㈍኎することがᮃ

ましい．小規模の㞳ᓥを対象とする場合のゼၥඛは 2 ᆅⅬ⛬度となるため，㐌 2 ᅇ༗๓あるいは༗後のみの

㞳ᓥゼၥとなる．しかしそれでは合計客数が不༑分であり，⤒Ⴀが成❧しづらい．一方，今後人ཱྀῶᑡや高

㱋化により，ᒣ間部やᕷ⾤ᆅにおいてもスーࣃー等の᧔㏥により㈙い物困難⪅が多数ฟ現すると考えられる．

そこで㞳ᓥをᅇっていない時は，ᒣ間部やᕷ⾤ᆅの㈙い物困難ᆅᇦで⛣動㈍኎を行うこととする．これによ

り౽┈を受けられるఫẸの数が増えるとඹに⛣動㈍኎の⤒Ⴀୖもプラスとなる．受┈⪅がᗈᇦに分布するた

め，行ᨻによる⿵ຓの理由づけも行いやすい． 
 

(6) 行ᨻによるᨭ᥼ 
 ⛣動㈍኎஦ᴗでは主たるタഛは⛣動㈍኎用の㌴୧のみである．ここではᒎ示Ჴや෭ⶶ࣭෭෾タഛをᣢつよ

うᨵ造した㍍自動㌴で行うことを᝿定しているが，㌴୧の㉎入࣭ᨵ造に要する㈝用は 300 万෇を超えるとண

᝿されることから 12)，ึ期ᢞ㈨㢠の大きさが஦ᴗཧ入の㞀ᐖとなりかねない．そこで㌴୧の㉎入࣭ᨵ造につ

いては⿵ຓ㔠等による行ᨻのᨭ᥼を行うことがᮃましい．一般に本ᅵの㈙い物困難ᆅᇦのみをᅇる方が஦ᴗ

⪅にとって㈍኎ຠ率が良いため，㞳ᓥのᕠᅇをṆめて本ᅵ部分のみのᕠᅇになるᜍれもあるが，⿵ຓの᮲௳

に㞳ᓥでの⛣動㈍኎の実施を入れておけࡤ㞳ᓥでの㈍኎を担保することがฟ᮶る．また，㞳ᓥでの㈍኎実施

の࢖ンࢭン࢕ࢸブをῶじないよう，㞳ᓥへの㌴୧⯟㏦㈝用についても行ᨻがᨭ᥼することは᭷用である．᭦

に，開ጞ後 3 年間⛬度は኎ୖが༑分あがらない可能性があるため，ཧ入の負担をῶじられるよう，౛えࡤ኎

りୖࡆの一定๭合を㐠Ⴀ⿵ຓとして஦ᴗ⪅にᨭ⤥することも᭷用である． 
 

(7) 付加機能 
 ྠ一⟠所を長期にΏってゼၥすることから，利用⪅はリࣆート客がṤどとなる．௬に㈙い物に᮶なくなっ

た場合は㏆所から᮶ている㈙い物客に様子を⪺くなどして変化をᐹ▱しやすく，自↛にぢᏲり機能を果たす

ことがฟ᮶る．また，高㱋等で⛣動㈍኎⟠所まで米や㣧ᩱ等の重量物を㈙いに᮶づらい場合は，༠力スーࣃー

のရᥞえに無くとも，㟁ヰ等で஦๓ὀ文を受けて㈙い物を௦行してᏯ㓄することもฟ᮶る． 
 

(8) ά性化ຠ果 
 ⛣動㈍኎は，㞳ᓥఫẸにとって㈙い物の困難さを低ῶするというຠ果はもちࢇࢁあるが，定期的にఫẸが

⛣動㈍኎⟠所に集まり会ヰをする(図 9)ことでࢥミュࢣࢽーションのά性化を図ることがฟ᮶る࣓リットも

大きい 8)．また高㱋⪅にとって自らの┠でရ定めをして㈙い物を行うことはᴦしみでもあり，本ᅵഃスーࣃー

への㈙いฟしを体力面からㅉめていた高㱋⪅が⛣動㈍኎⟠所へ⛣動するならࡤ，ᚰ㌟のά性化にもつながる．

᭦に，๓㏙の┦஫のぢᏲり機能も᭷するため，㞳ᓥఫẸにとってのຠ果は大きい． 
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(9) ⛣動手段 

 ⛣動㈍኎㌴の㞳ᓥへの⛣動はシー࣒レス船を用いる．ここでは㍍自動㌴を᝿定しているため，シー࣒レス

船のタ計によっては௚の㌴୧とྠ時に㍺㏦することも可能である．また，日中の時間ᖏに㞳ᓥに向かうこと

となるため，㏻ᖖの人や物の流れとは㏫となることが多く，⛣動㈍኎㌴の㍺㏦により௚の人࣭物の㍺㏦に影

響がฟることはᑡないと期ᚅできる． 
 

(10) ஦ᴗの開ጞと➇த 
 ㈍኎用のၟရは༠力スーࣃーのものを✚み込ࡴ方ᘧなので，小኎ᴗの⤒験は(あった方が良いものの)必㡲

とまではゝえない．ྠ様の理由から௙入㈨㔠は必要とせࡎ，また㈙い物௦行を㝖いて対面での現㔠㈍኎なの

で，኎᥃㔠も発生せࡎᅇ཰₃れのᜍれもない．᭦に，⛣動㈍኎஦ᴗはඛに得ព客を確保してしまえࡤ，後発

のཧ入が難しく➇合のᚰ㓄はᑡない．以ୖより，本௳のタ定における⛣動㈍኎はಶ人でもጞめやすく，一度

軌㐨に乗ってしまえࡤ➇தの激しくない安定した஦ᴗとゝえる． 
 
 

��� ᥇⟬ᛶࡢホ౯�

 
 ⛣動㈍኎の採算がプラスであることは஦ᴗを⥅⥆して行うためにᴟめて重要である．ここでは，ಶ人஦ᴗ⪅

が㐌 6 日⛣動㈍኎を行う場合と，ᆅ元スーࣃーが⛣動㈍኎を㐌 6 日行う場合(及びཧ考として㐌 2 日㞳ᓥのみ⛣

動㈍኎を行う場合)について，人ཱྀ 100㹼200 人⛬度の小規模㞳ᓥを᝿定して採算性の評価を行う． 
 
���ಶே஦ᴗ⪅ࡀ㐌�᪥⛣ື㈍኎࠺⾜ࢆሙྜ�

�����タᐃ�

�

 本⠇でᥦ᱌する⛣動㈍኎஦ᴗの基本形態であり，ಶ人஦ᴗ⪅が㐌 6 日のうち 2 日間༗後あるいは༗๓のみ㞳

ᓥをゼၥするものである．この場合のタ定を表 8 に示す． 
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>a@ゼၥ⟠所 
日用ရの㈙い物㟂要を㈥うために㐌 2 ᅇの㈍኎を行うものとする．㞳ᓥゼၥ日は༗๓あるいは༗後の

༙日で㞳ᓥ内を 2 ⟠所ᅇり，ṧり༙日で本ᅵഃのᒣ間部あるはᕷ⾤ᆅの㈙い物困難ᆅᇦ 3 ⟠所の計 5
⟠所をᅇる．௚の日は本ᅵഃの㈙い物困難ᆅᇦ 5 ⟠所をᅇるものとする． 

>E@㞳ᓥゼၥᅇ数 
㐌 2 日ゼၥするとして年 104 ᅇとなる． 

>c@客単価 
文⊩9)10)等から⛣動㈍኎の客単価は1,500෇とタ定する．たࡔし，㞳ᓥでは㝸⤯性が高いこともあり，

௚の㈙い物困難ᆅᇦよりも客単価は高いことも考えられる．なお，஦ᴗ開ጞ当ึには⛣動㈍኎がఫẸ

に浸透しづらいことも᝿定されることから，ึ年度の客単価を 600 ෇，2 年┠ 900 ෇，3 年┠ 1,200
෇，以㝆は 1,500 ෇と᝿定した． 

>d@㉎入客数 
1 ゼၥᆅⅬ当たりの㉎入客数は 15 人とした．また஦ᴗ浸透の⛬度を考៖し，ึ年度の㉎入客数を 9
人，2 年┠ 11 人，3 年┠ 13 人，以㝆は 15 人と᝿定した． 

>e@人௳㈝単価 
対象ᆅᇦがᆅ方ᅪであることを㋃まえ，文⊩ 17)18)等をཧ考に 800 ෇/時間とした(♫会保険஦ᴗ主負

担分のປ⅏保険と㞠用保険をྵࡴ)． 
>f@ၟရ評価損 

ここでのၟရ評価損は，主に኎れṧりによるᗫᲠや破損等によるၟရ価値の低下によるၟရ価値のẋ

損分である．ここでは簡易に኎ୖの 5%をၟရ評価損として計ୖする．なお，ၟရ評価損は，後㏙の

⢒利受取๭合に応じて，஦ᴗ⪅࣭༠力スーࣃー࣭᪤Ꮡ㞳ᓥၟᗑで負担するものとする(これにより，

ྛ当஦⪅にとってở損や኎れṧりをῶらす࢖ンࢭン࢕ࢸブとなる)． 
>g@ࢻラࣂ࢖ー作ᴗ時間 

ၟရの✚込みや⛣動㈍኎を行うࢻラࣂ࢖ーの作ᴗ時間である．㏻ᖖ 8 時間/日とするが，⛣動㈍኎஦ᴗ

⪅本人が行うのでここでの計ୖは不要である． 

್

㼇㼍㼉ゼၥ⟠ᡤ㼇⟠ᡤ/᪥㼉 5
㼇㼎㼉㞳ᓥゼၥᅇᩘ㼇ᅇ/ᖺ㼉 104
㼇㼏㼉ᐈ༢౯㼇෇㼉 1㻘500
㼇d㼉㉎ධᐈᩘ㼇ே/ᅇ䞉⟠ᡤ㼉 15
㼇e㼉ே௳㈝༢౯㼇෇/᫬㛫㼉 800
㼇㼒㼉ၟရホ౯ᦆ㼇㻑㼉 5

㼇㼓㼉䝗䝷䜲䝞సᴗ᫬㛫㼇᫬㛫/᪥㼉 0
㼇㼔㼉஦ົฎ⌮సᴗ᫬㛫㼇᫬㛫/᪥㼉 0
㼇i㼉ᖺ㛫✌ാ᪥ᩘ㼇ᅇ/ᖺ㼉 313
㼇㼖㼉㉮⾜㊥㞳㼇㼗㼙/᪥㼉 120

༠ຊ䝇䞊䝟䞊
㼇㼗㼉ᗑ⯒సᴗ᫬㛫㼇᫬㛫/᪥㼉 2
㼇㼘㼉኎ୖ㧗⢒฼┈⋡㼇㻑㼉 30
㼇㼙㼉⢒฼ཷྲྀ๭ྜ㼇㻑㼉 35

᪤Ꮡ㞳ᓥၟᗑ
㼇n㼉ᖹᆒ᭶ၟ㼇෇/᭶㼉 360㻘000
㼇㼛㼉㈍኎௦⾜๭ྜ㼇㻑㼉 6㻣
㼇p㼉኎ୖ㧗⢒฼┈⋡㼇㻑㼉 25
㼇㼝㼉⢒฼ཷྲྀ๭ྜ㼇㻑㼉 50

⾜ᨻ䛛䜙䛾ᨭ᥼
㼇r㼉㌴୧䞉ᶵჾ㉎ධ㈝㼇෇㼉 3㻘300㻘000
㼇s㼉㌴୧⯟㏦ᩱ㼇෇/᪥㼉 4㻘000
㼇t㼉㐠Ⴀ㈝⿵ຓ

⤒῭⏘ᴗ┬䚸ၟᕤᴗᐇែᇶᮏㄪᰝ䜘䜚

⛣ື㈍኎஦ᴗ⪅䛛䜙༠ຊ䝇䞊䝟䞊䛜ཷ䛡ྲྀ䜛๭ྜ

ඹ㏻㡯┠
ෆᐜ

ಶே஦ᴗ⪅

㞳ᓥ䜈䛾 ᚟䛾㌴୧⯟㏦㈝䜢ᚩ཰䛧䛺䛔

1ᖺ┠኎ୖ㧗䛾10㻑䚸2ᖺ┠5㻑䚸3ᖺ┠3㻑䚸௨㝆0㻑

㐌2᪥䛿1㞳ᓥ2䛛ᡤ䛸ᮏᅵഃ3䛛ᡤ䚹௚᪥䛿ᮏᅵഃ5⟠ᡤ
㐌2᪥(365/㻣㽢2=104ᅇ/ᖺ)䚹௚᪥䜈䛾᣺᭰䛘䜢ྵ䜐
1ᖺ┠600෇䚸2ᖺ┠900෇䚸3ᖺ┠1200෇䚸௨㝆䛿1500෇
1ᖺ┠9ே䚸2ᖺ┠11ே䚸3ᖺ┠13ே䚸௨㝆䛿15ே

኎ୖ㧗䜢ᇶ‽䛻⡆᫆䛻⟬ฟ

8᫬㛫/᪥䛰䛜䚸஦ᴗ୺䛜⾜䛖䛾䛷ィୖ䛫䛪
2᫬㛫/᪥䛰䛜䚸஦ᴗ୺䛜⾜䛖䛾䛷ィୖ䛫䛪
㐌6᪥䚹௚᪥䜈䛾᣺᭰䛘䜢ྵ䜐

ゼၥ⟠ᡤ䛻ᒣ㛫㒊䛜ධ䜛䛾䛷኱䛝䜑䛾್䛸䛩䜛

⛣ື㈍኎ศ䜒ྵ䜐䚹⛣ື㈍኎ᐇ᪋๓䛾1.5ಸ䛻ᣑ኱䛸᝿ᐃ
ୖグ䛾䛖䛱䚸⛣ື㈍኎䛻䜘䜚㈍኎䛩䜛๭ྜ
ᑠつᶍ䛛䛴≀ὶ㈝㎸䜏䛺䛾䛷䚸㼇㼘㼉䜘䜚䜒ప䛔⋡䛸䛩䜛

⛣ື㈍኎஦ᴗ⪅䛛䜙᪤Ꮡ㞳ᓥၟᗑ䛜ཷ䛡ྲྀ䜛๭ྜ
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>h@஦ົฎ理作ᴗ時間 
会計ฎ理や㌴୧ᩚഛ等の஦ົฎ理時間である．㏻ᖖ 2 時間/日とするが，⛣動㈍኎஦ᴗ⪅が行うのでこ

こでの計ୖは不要である(作ᴗに័れ，ຠ率が向ୖしたり工ኵを加えたりすることで，>g@とేせて時

間短⦰も可能である)． 
>i@年✌働日数 

㐌 6 日⛣動㈍኎を行うとして年 313 日とする． 
>M@㉮行㊥㞳 

ゼၥ⟠所にᒣ間部が入ること，㍍自動㌴を᝿定しているため✚㍕量が限られることから，㏵中で༠力

スーࣃーへၟရ⿵⤥に❧ちᐤることを考え，వ⿱をみて 120km/日と௬定する． 
>k@ᗑ⯒作ᴗ時間 

ၟရの選定࣭✚込み࣭会計ฎ理等に必要な༠力スーࣃーഃの作ᴗ時間であり，2 時間/日とする． 
>l@኎ୖ高⢒利┈率 

文⊩ 19)より⣙ 30%とする． 
>m@⢒利受取๭合 

༠力スーࣃーと⛣動㈍኎஦ᴗ⪅の኎ୖへの㈉⊩๭合を考៖し，༠力スーࣃーは自ᗑၟရ分(௚には᪤

Ꮡ㞳ᓥၟᗑのၟရの኎ୖもある)の⛣動㈍኎による኎ୖ⢒利┈の 35%を受け取ることとした． 
>n@平ᆒ月  ၟ

ここでは⛣動㈍኎実施後の᪤Ꮡ㞳ᓥၟᗑの平ᆒ月ၟ(⛣動㈍኎による自ᗑၟရの㈍኎と自ᗑ⯒による

㈍኎の合計)を 360,000 ෇/月と௬定した．なお，᪤Ꮡ㞳ᓥၟᗑは⛣動㈍኎開ጞ๓は平ᆒ月ၟが 240,000
෇ࡔったとこࢁ，⛣動㈍኎での客の利౽性が向ୖすることから月ၟは 1.5 ಸに拡大すると᝿定したも

のである． 
>o@㈍኎௦行๭合 

᪤Ꮡ㞳ᓥၟᗑの月ၟのうち，⛣動㈍኎により㈍኎される๭合を 67%とする．すなࢃち⛣動㈍኎による

኎ୖと自ᗑ⯒による኎りୖࡆ比率を 2�1 とした． 
>p@኎ୖ高⢒利┈率 

᪤Ꮡ㞳ᓥၟᗑは小規模かつ物流㈝込みなので，本ᅵഃよりも低い値とする． 
>T@⢒利受取๭合 

᪤Ꮡ㞳ᓥၟᗑの利┈保証をඃඛし，⢒利受取๭合を༠力スーࣃーよりも高い 50%とする．これにより，

᪤Ꮡ㞳ᓥၟᗑの利┈㢠は⛣動㈍኎実施๓後で࡯ぼྠ等となる． 
>r@㌴୧࣭機ჾ㉎入㈝>෇@ 

஦ᴗ開ጞ当ึに㍍自動㌴の㉎入௦，ᒎ示࣭保෭タഛをഛえるためのᨵ造௦等として 330 万෇を⿵ຓす

る． 
>s@㌴୧⯟㏦ᩱ>෇/日@ 

本ᅵから㞳ᓥまでの㌴୧⯟㏦ᩱのᨭ᥼を行う．なお，㌴୧⯟㏦ᩱは 復 4,000 ෇と௬定する． 
>t@㐠Ⴀ㈝⿵ຓ 

当ึ஦ᴗが軌㐨に乗るまでのᨭ᥼として 1 年┠の኎ୖ高の 10%，2 年┠の 5%，3 年┠の 3%を⿵ຓす

る．たࡔし 4 年┠以㝆は⿵ຓを行ࢃない． 
 
������ᖺ㛫཰ᨭ�

 以ୖの᝿定のもとに，⛣動㈍኎が定ᖖ状態となった時，すなࢃち客単価が 1,500 ෇，ゼၥඛ 1 か所あたりの㉎

㈙客数が 15 人となった時Ⅼでの年間཰ᨭを表 9 に示す． 
  
 
 
 
 

(403)

65ᾏୖᢏ⾡Ᏻ඲◊✲ᡤሗ࿌ࠉ➨ �� ᕳࠉ➨ 㞟ྕ㸦ᖹᡂ≉ࠉྕ� �� ᖺᗘ㸧�⥲ྜሗ࿌



 

 

⾲��ᖺ㛫཰ᨭ�ಶே஦ᴗ⪅ࡀ㐌�᪥⛣ື㈍኎࠺⾜ࢆሙྜ��

 
 
 全体の⥲኎りୖࡆは 3,521 万෇/年，そのうち，༠力スーࣃーの኎りୖࡆが⣙ 92%の 3,232 万෇，᪤Ꮡ㞳ᓥၟᗑ

の኎りୖࡆが⣙ 8%の 289 万෇である． 
 ⛣動㈍኎により，ಶ人஦ᴗ⪅は利┈すなࢃち年཰として⣙ 504 万෇を得ることができる．༠力スーࣃーは年

あたり⣙ 233 万෇の利┈を得る．㞳ᓥの᪤Ꮡၟᗑは，ᗑ⯒全体として⛣動㈍኎の開ጞ๓と࡯ぼྠ様の利┈とな

る． 
 ୖ記に対し，行ᨻからのᨭ᥼㢠は(4 年┠以㝆で)年間⣙ 42 万෇となる．たࡔし஦ᴗが定ᖖ状態となった 4 年┠

以㝆では஦ᴗ⥅⥆に必要な利┈は確保できるぢ込みであることから，௬に応ເ⪅多数をぢ込める場合は，㌴୧࣭

機ჾ等㉎入㈝や㐠Ⴀ㈝⿵ຓの⛬度をῶらすことも可能である． 
 
�����஦ᴗ㛤ጞࡽ࠿�ᖺ㛫ࡢ཰ᨭ�

 次に，表 10 及び図 10 に஦ᴗ開ጞから 5 年間の年間཰ᨭ推⛣を示した．たࡔし，タ定では஦ᴗが 4 年┠で定

ᖖ状態で安定するとしている． 
 
 
 
 
 
 

༢౯ ༢఩ ᖺ䛒䛯䜚

㼇01㼉⥲኎ୖ㧗 22㻘500 ෇/⟠ᡤ 35㻘212㻘500
䚷䚷㼇02㼉䛖䛱䚸༠ຊ䝇䞊䝟䞊ၟရ኎ୖ㧗 32㻘318㻘100
䚷䚷㼇03㼉䛖䛱䚸᪤Ꮡ㞳ᓥၟᗑၟရ኎ୖ㧗 241200 ෇/᭶ 2㻘894㻘400

㼇04㼉༠ຊ䝇䞊䝟䞊ၟရ኎ୖ䛾⮬ᗑศ⢒฼┈ 6㻘302㻘030
㼇05㼉᪤Ꮡ㞳ᓥၟᗑၟရ኎ୖ䛾⮬ᗑศ⢒฼┈ 361㻘800
㼇06㼉⾜ᨻ䛛䜙䛾㐠Ⴀ㈝⿵ຓ 0

㼇0㻣㼉⥲཰ධ 6㻘663㻘830
㼇08㼉㌴୧⥔ᣢ㈝ 100㻘000 ෇/ᖺ 100㻘000
㼇09㼉㍺㏦䞉ᒎ♧ொჾ⿵ಟ㈝ 30㻘000 ෇/ᖺ 30㻘000
㼇10㼉䜺䝋䝸䞁௦ 1㻘200 ෇/᪥ 3㻣5㻘600
㼇11㼉䝗䝷䜲䝞ව㈍኎ဨே௳㈝ 0 ෇/᪥ 0
㼇12㼉஦ົฎ⌮㈝ 0 ෇/᪥ 0
㼇13㼉༠ຊ䝇䞊䝟䞊ၟရ኎ୖ䛾⮬ᗑศၟရホ౯ᦆ 1㻘050㻘338
㼇14㼉᪤Ꮡ㞳ᓥၟᗑၟရ኎ୖ䛾⮬ᗑศၟရホ౯ᦆ 㻣2㻘360
㼇15㼉ᗑ㈝ 0

㼇16㼉⥲ᨭฟ 1㻘628㻘298
㼇1㻣㼉฼┈(஦ᴗ⪅ᖺ཰) ෇/ᖺ 5㻘035㻘531

཰ධ 㼇18㼉⮬ᗑၟရ኎ୖ䛾⮬ᗑศ⢒฼┈ 3㻘393㻘401
㼇19㼉⮬ᗑၟရ኎ୖ䛾⮬ᗑศၟရホ౯ᦆ 565㻘56㻣
㼇20㼉ᗑ⯒సᴗ㈝ 1㻘600 ෇/᪥ 500㻘800

㼇21㼉฼┈ 2㻘32㻣㻘034

཰ධ 㼇22㼉⮬ᗑၟရ኎ୖ䛾⮬ᗑศ⢒฼┈ 30㻘150 ෇/᭶ 361㻘800
㼇23㼉⮬ᗑၟရ኎ୖ䛾⮬ᗑศၟရホ౯ᦆ 6㻘030 ෇/᭶ 㻣2㻘360
㼇24㼉ᗑ⯒సᴗ㈝

㼇25㼉฼┈ 289㻘440

㼇26㼉㌴୧䞉ᶵჾ➼㉎ධ㈝ 3㻘300㻘000 (ึᖺᗘ䛾䜏)
㼇2㻣㼉㌴୧⯟㏦ᩱ 4㻘000 ෇/᪥ 416㻘000
㼇28㼉㐠Ⴀ㈝⿵ຓ๭ྜ(⿵ຓ㢠/⥲኎ୖ㧗) ᖺ䛻䜘䜛 0㻑
㼇29㼉㐠Ⴀ㈝⿵ຓ 0

㼇30㼉ᨭฟィ 416㻘000

(኎ୖ㧗䛛䜙ィ⟬)
(኎ୖ㧗䛛䜙ィ⟬)

(኎ୖ㧗䛛䜙ィ⟬)

ᨭ
ฟ

ᨭ
ฟ

ᨭ
ฟ

⾜ᨻ

᪤Ꮡ㞳ᓥၟᗑ

༠ຊ䝇䞊䝟䞊
(኎ୖ㧗䛛䜙ィ⟬)
(኎ୖ㧗䛛䜙ィ⟬)

(ィୖ䛫䛪)

(ィୖ䛫䛪)

(኎ୖ㧗䛛䜙ィ⟬)
(኎ୖ㧗䛛䜙ィ⟬)
(኎ୖ㧗䛛䜙ィ⟬)

ඹ㏻㡯┠

཰
ධ

ᨭ
ฟ

ಶே஦ᴗ⪅
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 ಶ人஦ᴗ⪅はึ年度⣙ 264 万෇，2 年┠⣙ 334 万෇，3 年┠⣙ 440 万෇の利┈を，༠力スーࣃーはึ年度⣙ 86
万෇，2 年┠⣙ 140 万෇，3 年┠⣙ 206 万෇の利┈をୖࡆることがฟ᮶る．ึ年度より一定の利┈を得られるこ

とから，ಶ人஦ᴗ⪅はあまり大きな負担をឤじࡎに஦ᴗをጞめることが可能と考える． 
 一方，行ᨻの負担㢠は，ึ年度に㌴୧࣭機ჾ等㉎入㈝が必要なため⣙ 498 万෇のᨭฟとなるが，2 年┠は 136
万෇，3 年┠ 121 万෇となる． 
 ௬に行ᨻから㐠Ⴀ㈝⿵ຓを行ࢃなかった場合の年間཰ᨭ推⛣を図 11 に示す．ಶ人஦ᴗ⪅はึ年度は⣙ 137 万

෇，2 年┠は⣙ 239 万෇，3 年┠は⣙ 366 万෇，以㝆は⣙ 504 万෇の利┈であり，年間཰ᨭがࢼ࢖࣐スとなる年

は無いことが分かる． 
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�����タᐃ�

 ಶ人஦ᴗとして⛣動㈍኎を行うᕼᮃ⪅がいなかった場合，ᆅ元スーࣃー自らが⛣動㈍኎஦ᴗを行うことも᭷

ᮃである． 

1ᖺ┠ 2ᖺ┠ 3ᖺ┠ 4ᖺ┠ 5ᖺ┠

12㻘6㻣6㻘500 18㻘936㻘500 26㻘448㻘500 35㻘212㻘500 35㻘212㻘500

㼇1㻣㼉ಶே஦ᴗ⪅฼┈ 2㻘641㻘081 3㻘33㻣㻘506 4㻘404㻘836 5㻘035㻘531 5㻘035㻘531

855㻘934 1㻘403㻘684 2㻘060㻘984 2㻘82㻣㻘834 2㻘82㻣㻘834

㼇26㼉㌴୧䞉ᶵჾ➼㉎ධ㈝ 3㻘300㻘000 0 0 0 0
㼇2㻣㼉㌴୧⯟㏦ᩱ( ᚟) 416㻘000 416㻘000 416㻘000 416㻘000 416㻘000
㼇28㼉㐠Ⴀ㈝⿵ຓ๭ྜ(⿵ຓ㢠/⥲኎ୖ㧗) 10㻑 5㻑 3㻑 0㻑 0㻑
㼇29㼉㐠Ⴀ㈝⿵ຓ 1㻘26㻣㻘650 946㻘825 㻣93㻘455 0 0

㼇30㼉ᨭฟィ 4㻘983㻘650 1㻘362㻘825 1㻘209㻘455 416㻘000 416㻘000

ὀ)⾲ෆ䛾␒ྕ䛿⾲9䛻ᑐᛂ   㼇༢఩㻦෇㼉

㼇01㼉⥲኎ୖ㧗

㼇21㼉༠ຊ䝇䞊䝟䞊฼┈

⾜
ᨻ
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 一方，ᆅ元スーࣃーが✚ᴟ的に⛣動㈍኎஦ᴗを✚ᴟ的に行うព向をᣢたない場合は，ᆅ元自἞体のᨭ᥼஦ᴗ

との఩⨨づけで᭦に⿵ຓをཌくしたୖで，ᆅ元スーࣃーが㞳ᓥのみを対象に㐌 2 日間⛣動㈍኎を行うことも考

えられる．この場合についてもཧ考として評価を行う．஦ᴗ試評価のためのタ定を表 11 に示す． 
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>a@ゼၥ⟠所 

㐌 6 日の場合は 5 ⟠所/日，㐌 2 日の場合は㞳ᓥのみのゼၥとなるので 2 ⟠所/日となる． 
>E@㞳ᓥゼၥᅇ数 

いࡎれも㐌 2 日のゼၥなので，5.1.1 とྠじく⣙年 104 ᅇとする． 
>c@客単価，>d@㉎入客数，>e@人௳㈝単価，>f@ၟရ評価損 

5.1.1 とྠ様である． 
>g@ࢻラࣂ࢖ー作ᴗ時間 

ၟရの✚込みや⛣動㈍኎を行うࢻラࣂ࢖ーの作ᴗ時間である．㐌 6 日の場合は 8 時間/日，㐌 2 日の場

合は༗๓あるいは༗後のみの✌働であるので 4 時間/日とする．なお 5.1.1 と␗なり，ここではᚑᴗ員

がࢻラࣂ࢖ーとしてᚑ஦するので㈝用を計ୖする． 
>h@஦ົฎ理作ᴗ時間 

㐌 6 日の場合は 8 時間/日，㐌 2 日の場合は༗๓あるいは༗後のみの✌働であるので 4 時間/日とする． 
>i@年✌働日数 

㐌 6 日⛣動㈍኎を行場合は 5.1.1 とྠ様で⣙年 313 日，㐌 2 日場合は>E@とྠ様 104 日とする． 
>M@㉮行㊥㞳 

6 日⛣動㈍኎を行場合は 5.1.1 とྠ様で 120km/日，㐌 2 日の場合は㞳ᓥのみとなり⛣動はᑡないため

30km/日とする． 
>k@ᗑ⯒作ᴗ時間 

㐌 6 日の場合は 5.1.1 とྠ様で 2 時間/日，㐌 2 日の場合は༙日の✌働なので 1 時間/日とする． 
>l@኎ୖ高⢒利┈率，>m@平ᆒ月ၟ，>n@㈍኎௦行๭合，>o@኎ୖ高⢒利┈率，>p@⢒利受取๭合>r@㌴୧࣭機ჾ㉎

入㈝>෇@，>s@㌴୧⯟㏦ᩱ>෇/日@ 

㐌6᪥ 㐌2᪥

㼇㼍㼉ゼၥ⟠ᡤ㼇⟠ᡤ/᪥㼉 5 2
㼇㼎㼉㞳ᓥゼၥᅇᩘ㼇ᅇ/ᖺ㼉 104 104
㼇㼏㼉ᐈ༢౯㼇෇㼉 1㻘500 1㻘500
㼇d㼉㉎ධᐈᩘ㼇ே/ᅇ䞉⟠ᡤ㼉 15 15
㼇e㼉ே௳㈝༢౯㼇෇/᫬㛫㼉 800 800
㼇㼒㼉ၟရホ౯ᦆ㼇㻑㼉 5 5

㼇㼓㼉䝗䝷䜲䝞సᴗ᫬㛫㼇᫬㛫/᪥㼉 8 4
㼇㼔㼉஦ົฎ⌮సᴗ᫬㛫㼇᫬㛫/᪥㼉 2 1
㼇i㼉ᖺ㛫✌ാ᪥ᩘ㼇ᅇ/ᖺ㼉 313 104
㼇㼖㼉㉮⾜㊥㞳㼇㼗㼙/᪥㼉 120 30
㼇㼗㼉ᗑ⯒సᴗ᫬㛫㼇᫬㛫/᪥㼉 2 1
㼇㼘㼉኎ୖ㧗⢒฼┈⋡㼇㻑㼉 30 30

㼇㼙㼉ᖹᆒ᭶ၟ㼇෇/᭶㼉 360㻘000 360㻘000
㼇n㼉㈍኎௦⾜๭ྜ㼇㻑㼉 6㻣 6㻣
㼇㼛㼉኎ୖ㧗⢒฼┈⋡㼇㻑㼉 25 25
㼇p㼉⢒฼ཷྲྀ๭ྜ㼇㻑㼉 50 50

⾜ᨻ䛛䜙䛾ᨭ᥼
㼇r㼉㌴୧䞉ᶵჾ㉎ධ㈝㼇෇㼉 3㻘300㻘000 3㻘300㻘000
㼇s㼉㌴୧⯟㏦ᩱ㼇෇/᪥㼉 4㻘000 4000

㼇t㼉㐠Ⴀ㈝⿵ຓ

஦ᴗ⪅(ᆅඖ䝇䞊䝟䞊)

᪤Ꮡ㞳ᓥၟᗑ

ඹ㏻㡯┠

⛣ື㈍኎஦ᴗ⪅䛛䜙᪤Ꮡ㞳ᓥၟᗑ䛜ཷ䛡ྲྀ䜛๭ྜ

ෆᐜ

㐌6᪥䛒䜛䛔䛿㐌2᪥䚹௚᪥䜈䛾᣺᭰䛘䜢ྵ䜐
ゼၥ⟠ᡤ䛻ᒣ㛫㒊䛜ධ䜙䛺䛡䜜䜀ᑠ䛥䜑䛾್䛸䛩䜛

⤒῭⏘ᴗ┬䚸ၟᕤᴗᐇែᇶᮏㄪᰝ䜘䜚

኎ୖ㧗䜢ᇶ‽䛻⡆᫆䛻⟬ฟ

㐌2᪥䛿1㞳ᓥ2䛛ᡤ䛸ᮏᅵ3䛛ᡤ䚹௚᪥䛜䛒䜜䜀ᮏᅵഃ5⟠ᡤ
㐌2᪥(365/㻣㽢2)䚹௚᪥䜈䛾᣺᭰䛘䜢ྵ䜐
1ᖺ┠900෇䚸2ᖺ┠1㻘100෇䚸3ᖺ┠1㻘300෇䚸௨㝆䛿1500෇
1ᖺ┠9ே䚸2ᖺ┠11ே䚸3ᖺ┠13ே䚸௨㝆䛿15ே

㞳ᓥ䜈䛾 ᚟䛾㌴୧⯟㏦㈝䜢ᚩ཰䛧䛺䛔

㐌6㻦1ᖺ┠኎ୖ㧗䛾10㻑䚸2ᖺ┠5㻑䚸3ᖺ┠3㻑䚸௨㝆0㻑
㐌2㻦1ᖺ┠኎ୖ㧗䛾30㻑䚸2ᖺ┠20㻑䚸3ᖺ┠10㻑䚸௨㝆5㻑

⛣ື㈍኎ศ䜒ྵ䜐䚹⛣ື㈍኎ᐇ᪋๓䛾1.5ಸ䛻ᣑ኱䛸᝿ᐃ
ୖグ䛾䛖䛱䚸⛣ື㈍኎䛻䜘䜚㈍኎䛩䜛๭ྜ
ᑠつᶍ䛛䛴≀ὶ㈝㎸䜏䛺䛾䛷䚸㼇㼘㼉䜘䜚䜒ప䛔⋡䛸䛩䜛
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5.1.1 とྠ様である． 
>t@㐠Ⴀ㈝⿵ຓ 

㐌 6 日の場合は 5.1.1 とྠ様で，㐌 2 日の場合はᆅ元自἞体のᨭ᥼஦ᴗとの఩⨨づけで᭦に⿵ຓをཌ

くし，㐌 6 日の場合よりも増㢠している． 
 

�����ᖺ㛫཰ᨭ�

 定ᖖ状態となった後の年間཰ᨭを表 12 に示す． 
�
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 㐌 6 日⛣動㈍኎を行う場合は，⣙年 486 万෇の利┈がぢ込め，行ᨻのᨭฟは年 42 万෇である． 
 一方，㐌 2 日⛣動㈍኎を行う場合は，行ᨻのᨭฟが年 65 万෇であるのに対し，⣙年 48 万෇の利┈という結

果となった．たࡔし，⛣動㈍኎㌴は自἞体の所᭷で㐌 2 日スーࣃーに㈚しฟす方ᘧとし，スーࣃーは>08@㌴୧⥔

ᣢ㈝と>09@㍺㏦࣭ᒎ示ொჾ⿵ಟ㈝については日๭りで負担するとしている(⛣動㈍኎㌴のึ期㈝用は計算の౽ᐅ

ୖ，表では行ᨻの⿵ຓとして計ୖしている)． 
�

�����஦ᴗ㛤ጞࡽ࠿�ᖺ㛫ࡢ཰ᨭ�

 次に年間཰ᨭの推⛣をみる．㐌 6 日⛣動㈍኎を行う場合を表 13 及び図 12 に示す．スーࣃーのึ年度利┈は

⣙ 49 万෇，2 年┠⣙ 174 万෇，3 年┠⣙ 346 万෇である．ึ年度は利┈がᑡないが，リスクがᑡないこと，᪤

に本体஦ᴗ(ᗑ⯒によるスーࣃー⤒Ⴀ)があることからၥ㢟はᑡないと考える．一方，行ᨻの負担はึ年度⣙ 498
万෇，2 年┠⣙ 136 万෇，3 年┠⣙ 121 万෇である． 
 比較のために㐠Ⴀ㈝⿵ຓの無い場合を図 13 に示す．ᆅ元スーࣃーは 2 年┠は 79 万෇，3 年┠は 267 万෇，4

༢౯ ༢఩ ᖺ䛒䛯䜚 ༢౯ ༢఩ ᖺ䛒䛯䜚

㼇01㼉⥲኎ୖ㧗 22㻘500 ෇/⟠ᡤ 35㻘212㻘500 22㻘500 ෇/⟠ᡤ 4㻘680㻘000
䚷䚷㼇02㼉䛖䛱䚸⮬ᗑၟရ኎ୖ㧗 32㻘318㻘100 1㻘㻣85㻘600
䚷䚷㼇03㼉䛖䛱䚸᪤Ꮡ㞳ᓥၟᗑၟရ኎ୖ㧗 241200 ෇/᭶ 2㻘894㻘400 241200 ෇/᭶ 2㻘894㻘400

㼇04㼉⮬ᗑၟရ኎ୖ䛾⢒฼┈ 9㻘695㻘430 535㻘680
㼇05㼉᪤Ꮡ㞳ᓥၟᗑၟရ኎ୖ䛾⮬ᗑศ⢒฼┈ 361㻘800 361㻘800
㼇06㼉⾜ᨻ䛛䜙䛾㐠Ⴀ㈝⿵ຓ 0 234㻘000

㼇0㻣㼉⥲཰ධ 10㻘05㻣㻘230 1㻘131㻘480
㼇08㼉㌴୧⥔ᣢ㈝ 100㻘000 ෇/ᖺ 100㻘000 33㻘333 ෇/ᖺ 33㻘333
㼇09㼉㍺㏦䞉ᒎ♧ொჾ⿵ಟ㈝ 30㻘000 ෇/ᖺ 30㻘000 10㻘000 ෇/ᖺ 10㻘000
㼇10㼉䜺䝋䝸䞁௦ 1㻘200 ෇/᪥ 3㻣5㻘600 300 ෇/᪥ 31㻘200
㼇11㼉䝗䝷䜲䝞ව㈍኎ဨே௳㈝ 6㻘400 ෇/᪥ 2㻘003㻘200 3㻘200 ෇/᪥ 332㻘800
㼇12㼉ᗑ⯒సᴗ㈝ 1㻘600 ෇/᪥ 500㻘800 800 ෇/᪥ 83㻘200
㼇13㼉஦ົฎ⌮㈝ 1㻘600 ෇/᪥ 500㻘800 800 ෇/᪥ 0
㼇14㼉⮬ᗑၟရ኎ୖ䛾ၟရホ౯ᦆ 1㻘615㻘905 89㻘280
㼇15㼉᪤Ꮡ㞳ᓥၟᗑၟရ኎ୖ䛾⮬ᗑศၟရホ౯ᦆ 㻣2㻘360 㻣2㻘360
㼇16㼉ᗑ㈝ 0 0

㼇1㻣㼉⥲ᨭฟ 5㻘198㻘665 652㻘1㻣3
㼇18㼉฼┈ ෇/ᖺ 4㻘858㻘565 ෇/ᖺ 4㻣9㻘30㻣

཰ධ 㼇19㼉⮬ᗑၟရ኎ୖ䛾⮬ᗑศ⢒฼┈ 30㻘150 ෇/᭶ 361㻘800 30㻘150 ෇/᭶ 361㻘800
㼇20㼉⮬ᗑၟရ኎ୖ䛾⮬ᗑศၟရホ౯ᦆ 6㻘030 㻣2㻘360 6㻘030 㻣2㻘360
㼇21㼉ᗑ⯒సᴗ㈝

㼇22㼉฼┈ 289㻘440 289㻘440

㼇23㼉㌴୧䞉ᶵჾ➼㉎ධ㈝ 3㻘300㻘000 (ึᖺᗘ䛾䜏) 3㻘300㻘000 (ึᖺᗘ䛾䜏)
㼇24㼉㌴୧⯟㏦ᩱ( ᚟) 4㻘000 ෇/᪥ 416㻘000 4㻘000 ෇/᪥ 416㻘000
㼇25㼉㐠Ⴀ㈝⿵ຓ๭ྜ(⿵ຓ㢠/⥲኎ୖ㧗) 0㻑 5.0㻑
㼇26㼉㐠Ⴀ㈝⿵ຓ ᖺ䛻䜘䜛 0 ᖺ䛻䜘䜛 234㻘000

㼇2㻣㼉ᨭฟィ 416㻘000 650㻘000

(኎ୖ㧗䛛䜙ィ⟬)
(኎ୖ㧗䛛䜙ィ⟬)
(኎ୖ㧗䛛䜙ィ⟬)

ᨭ
ฟ

཰ධ

(ィୖ䛫䛪) (ィୖ䛫䛪)

ᆅඖ䝇䞊䝟䞊(㐌6᪥) ᆅඖ䝇䞊䝟䞊(㐌2᪥)

(ィୖ䛫䛪) (ィୖ䛫䛪)

ඹ㏻㡯┠

஦ᴗ⪅(ᆅඖ䝇䞊䝟䞊)

᪤Ꮡ㞳ᓥၟᗑ

⾜ᨻ

ᨭ
ฟ
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年┠以㝆は 486 万෇の利┈となるが，ึ年度は⣙ 78 万෇の㉥Ꮠである． 
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 次に，㐌 2 日⛣動㈍኎を行う場合を表 14 及び図 14 に示す．㐠Ⴀ㈝の⿵ຓ๭合を㐌 6 日⛣動㈍኎を行うࢣー

スよりも増加させたにもかかࢃらࡎ，スーࣃーのึ年度利┈はプラスであるものの࡯ぼ 0 であり，2 年┠⣙ 21
万෇，3 年┠⣙ 31 万෇，以㝆は⣙ 48 万෇の利┈となった．一方，行ᨻの負担はึ年度⣙ 422 万෇，2 年┠⣙ 92
万෇，3 年┠⣙ 77 万෇，以㝆は⣙ 65 万෇である． 
 比較のために㐠Ⴀ㈝の⿵ຓの無い場合を図 15 に示す．ᆅ元スーࣃーはึ年度は⣙ 50 万෇，2 年┠は 30 万෇，

3 年┠は 5 万෇の㉥Ꮠ，4 年┠以㝆で定ᖖ状態となった後でも利┈は年⣙ 25 万෇である．㐌 2 日のみのႠᴗの

場合は，᪤Ꮡのᆅ元スーࣃーが⛣動㈍኎を行う場合であっても，安定的な㐠用のためには᭦に手ཌいᨭ᥼の検

討が必要である． 
 
 
 

1ᖺ┠ 2ᖺ┠ 3ᖺ┠ 4ᖺ┠ 5ᖺ┠

12㻘6㻣6㻘500 18㻘936㻘500 26㻘448㻘500 35㻘212㻘500 35㻘212㻘500

492㻘215 1㻘㻣36㻘390 3㻘461㻘020 4㻘858㻘565 4㻘858㻘565

㼇23㼉㌴୧䞉ᶵჾ➼㉎ධ㈝ 3㻘300㻘000 0 0 0 0
㼇24㼉㌴୧⯟㏦ᩱ( ᚟) 416㻘000 416㻘000 416㻘000 416㻘000 416㻘000
㼇25㼉㐠Ⴀ㈝⿵ຓ๭ྜ(⿵ຓ㢠/⥲኎ୖ㧗) 10㻑 5㻑 3㻑 0㻑 0㻑
㼇26㼉㐠Ⴀ㈝⿵ຓ 1㻘26㻣㻘650 946㻘825 㻣93㻘455 0 0

㼇2㻣㼉ᨭฟィ 4㻘983㻘650 1㻘362㻘825 1㻘209㻘455 416㻘000 416㻘000

ὀ)⾲ෆ䛾␒ྕ䛿⾲12䛻ᑐᛂ   㼇༢఩㻦෇㼉

㼇01㼉⥲኎ୖ㧗

㼇18㼉஦ᴗ⪅(ᆅඖ䝇䞊䝟䞊)฼┈

⾜
ᨻ

0

1͕000͕000

2͕000͕000

3͕000͕000

4͕000͕000

5͕000͕000

6͕000͕000

1ᖺ┠ 2ᖺ┠ 3ᖺ┠ 4ᖺ┠ 5ᖺ┠

ᆅඖ䝇䞊䝟䞊;฼┈Ϳ ⾜ᨻ;㈇ᢸͿ

฼
┈
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㈇
ᢸ
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Ͳ1͕000͕000
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 以ୖ，ಶ人஦ᴗ⪅が⊂❧して㐌 6 日⛣動㈍኎を行う場合，ᆅ元スーࣃーが㐌 6 日⛣動㈍኎を行う場合及びཧ

考として㐌 2 日⛣動㈍኎を行う場合の཰ᨭをぢた． 
 㐌 6 日の場合はいࡎれの場合でもึ年度よりプラスの利┈がぢ込め，4 年┠以㝆の定ᖖ状態となった㝿には㐠

Ⴀ㈝の⿵ຓがなくとも஦ᴗ⥅⥆に必要な利┈㢠を期ᚅできることが分かった． 
 一方，ᆅ元スーࣃーが㐌 2 日㞳ᓥのみで⛣動㈍኎を行う場合は，利┈がᑡないため行ᨻからの⥅⥆的ᨭ᥼が

必要である．ᆅ元スーࣃーが当ึ㐌 2 日のみで⛣動㈍኎をጞめた場合でも，࢜ペレーションに័れ，かつ஦ᴗ

に対する不確定஦㡯がᡶᣔされた後は実施日を拡大していくことが行ᨻഃとしてもᮃましく，またスーࣃーに

とっても利┈拡大につながる． 
 
 
 
 

1ᖺ┠ 2ᖺ┠ 3ᖺ┠ 4ᖺ┠ 5ᖺ┠

1㻘684㻘800 2㻘516㻘800 3㻘515㻘200 4㻘680㻘000 4㻘680㻘000

1㻘94㻣 20㻣㻘86㻣 305㻘62㻣 4㻣9㻘30㻣 4㻣9㻘30㻣

㼇23㼉㌴୧䞉ᶵჾ➼㉎ධ㈝ 3㻘300㻘000 0 0 0 0
㼇24㼉㌴୧⯟㏦ᩱ( ᚟) 416㻘000 416㻘000 416㻘000 416㻘000 416㻘000
㼇25㼉㐠Ⴀ㈝⿵ຓ๭ྜ(⿵ຓ㢠/⥲኎ୖ㧗) 30㻑 20㻑 10㻑 5㻑 5㻑
㼇26㼉㐠Ⴀ㈝⿵ຓ 505㻘440 503㻘360 351㻘520 234㻘000 234㻘000

㼇2㻣㼉ᨭฟィ 4㻘221㻘440 919㻘360 㻣6㻣㻘520 650㻘000 650㻘000

ὀ)⾲ෆ䛾␒ྕ䛿⾲12䛻ᑐᛂ   㼇༢఩㻦෇㼉

㼇18㼉஦ᴗ⪅(ᆅඖ䝇䞊䝟䞊)฼┈

⾜
ᨻ
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 㞳ᓥఫẸが⛣動㈍኎を利用して㈙い物をする場合の౽┈を，本ᅵഃのスーࣃーに㈙い物に行く㝿の一般化㈝

用と，⛣動㈍኎の一般化㈝用のᕪとして評価する．ここで一般化㈝用とは，所要時間，㐠㈤，᪑客ᛌ適性等の

஺㏻ࢧーࣅス変数を㈌ᖯ᥮算して合算した値をព࿡する 20) ．一般化㈝用 *&はᘧ(6.1)にᚑい，実㝿にᨭᡶう㈝

用 &に，時間及び動作負担を時間᥮算した値 7と単఩時間当たりの価値Ȧ(時間価値)を᥃けた値を加えることで

求める． 
 

7&*&                                                   ����� 
 
 ౽┈評価では⛣動時間࣭㐠㈤等の計算用ࣃラ࣓ータについて採算計算よりも詳細かつල体的なタ定を必要と

する．ここでの評価では人ཱྀ 100㹼200 人⛬度の小規模㏆接㞳ᓥを᝿定し，ឡ፾┴新ᒃ὾ᕷの大ᓥ(以下，対象㞳

ᓥ)をࣔデルにした値を用いることとする．たࡔし，取りୖࡆる஦౛(≉にᆅ理的関係)によって大きく算ฟ値が

␗なるため，ここでの評価はあくまで計算஦౛としてᣲࡆたものであることにὀពされたい． 
 
���タᐃ�

 ࣔデルの㞳ᓥ࣭ ࣭ショッࣆングࢭンター等の఩⨨関係を図 16 に示す．対象㞳ᓥのఫẸが主に㈙い物の┠的

ᆅとするとこࢁは，ᗑ⯒の集✚度が高く✀㢮も多いことから，ᕷ㑹外の大型ショッࣆングࢭンターが主である

と௬定する． 
 

 

ᅗ���኱ᓥ࡜ᮏᅵഃ㈙≀┠ⓗᆅ�ฟ඾�ᅜᅵᆅ⌮㝔ᆅᅗ��

  
 ⛣動㈍኎導入๓における本ᅵഃショッࣆングࢭンターへの⛣動では，自Ꮿから までの⛣動時間 10 分， で

のᚅち時間 10 分，⯟海時間 15 分， でのࣂスᚅち時間 10 分， からショッࣆングࢭンターまでࣂスで⣙ 40
分を要するとする．Ώ船とࣂスの㐠㈤はそれࡒれ 60 ෇ 21)，500 ෇ 22) である．また，ショッࣆングࢭンターはᗑ

内がᗈいため㈙い物に正࿡ 30 分を要するが，⛣動㈍኎と比較して 1 ๭安く㉎入できるとした．なお，復㊰のタ

定は ㊰にೌう．ᓥẸがショッࣆングࢭンターに行くのは，時間࣭㈝用の負担が大きいことから㐌 1 ᅇ(年 52

ᑐ㇟㞳ᓥ(኱ᓥ) 

䝅䝵䝑䝢䞁䜾䝉䞁䝍䞊 
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ᅇ)とする． 
 一方，⛣動㈍኎が実施された後では，自Ꮿからᓥ内の㈍኎⟠所への⛣動に 5 分要し，そこで 10 分⛬度で 4 ❶

にてタ定した 1,500 ෇┦当の㈙い物を行ったୖで，5 分かけて自Ꮿへᡠるものとする．ᓥẸが⛣動㈍኎を利用す

るのは㐌 2 ᅇ(年 104 ᅇ)とする．たࡔし，年あたりの㉎入数量合計はショッࣆングࢭンターへ行く場合とྠじで

ある． 
 また，㉎入客数については 4 ❶でタ定したとおり，㞳ᓥ 1 か所あたり 15 ྡ，ゼၥ⟠所 2 ⟠所なので計 30 ྡ

とした．高㱋⪅の஺㏻形態ูの等価時間係数7は，文⊩ 23)をもとに算ฟしたとこࣂࢁスを基準஺㏻形態として表

15 となった．また，高㱋⪅のࣂス利用時の時間価値は，文⊩ 23)より 4 ෇/分を用いた． 
 

⾲���㧗㱋⪅ࡢ⛣ື≧ែẖࡢ➼౯᫬㛫ಀᩘ�
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 㞳ᓥఫẸへの⛣動㈍኎による౽┈評価の結果を表 16 に示す． 
�

⾲ ���㞳ᓥఫẸࡢ࡬ຠᯝ�

 

                                                  
7 ஺㏻形態ูの஺㏻時間や乗᥮えᅇ数を基準஺㏻形態の஺㏻時間に᥮算するための係数．౛えࡤ表 15 では，ࣂス利用時を基

準として，ᚐṌ㸯分がࣂス乗㌴ 2.6 分間と等価の負担ឤであることをព࿡する． 

⛣ື≧ែ ➼౯᫬㛫ಀᩘ
ᚐṌ 2.6

䝞䝇฼⏝ 1.0
஌᥮䛘 14.2

ᚅ䛱᫬㛫 1.8

ᡤせ
᫬㛫
㼇ศ㼉

᥮⟬
᫬㛫
㼇ศ㼉

᫬㛫
౯್

㼇෇/ศ㼉

୍⯡໬
㈝⏝
㼇෇㼉

ᡤせ
᫬㛫
㼇ศ㼉

᥮⟬
᫬㛫
㼇ศ㼉

᫬㛫
౯್

㼇෇/ศ㼉

୍⯡໬
㈝⏝
㼇෇㼉

ᓥෆ⛣ື᫬㛫 10 25.9 4 104 5 13.0 4 20

஌⯪ᚅ䛱᫬㛫 10 18.2 4 㻣3
஌⯪㈇ᢸ 1 14.2 4 5㻣
⯟ᾏ᫬㛫 15 15.0 4 60
⯟㊰㐠㈤ 60

 ஌᥮䛘᫬㛫 10 18.2 4 㻣3
㝆⯪㈇ᢸ 1 14.2 4 5㻣

஌㌴ᚅ䛱᫬㛫 10 18.2 4 㻣3
䝞䝇஌㌴㈇ᢸ 1 14.2 4 5㻣
䝞䝇ᡤせ᫬㛫 40 40.0 4 160

䝞䝇㐠㈤ 500
䝞䝇㝆㌴㈇ᢸ 1 14.2 4 5㻣

ᡤせ᫬㛫 30 㻣㻣.㻣 4 311 10 25.9 4 40
௦㔠๭ቑ 0 150

஌㌴ᚅ䛱᫬㛫 10 18.2 4 㻣3
䝞䝇஌㌴㈇ᢸ 1 14.2 4 5㻣
䝞䝇ᡤせ᫬㛫 40 40.0 4 160

䝞䝇㐠㈤ 500
䝞䝇㝆㌴㈇ᢸ 1 14.2 4 5㻣
஌⯪ᚅ䛱᫬㛫 10 18.2 4 㻣3

஌⯪㈇ᢸ 1 14.2 4 5㻣
⯟ᾏ᫬㛫 15 15.0 4 60
⯟㊰㐠㈤ 60
㝆⯪㈇ᢸ 1 14.2 4 5㻣

ᓥෆ⛣ື᫬㛫 10 25.9 4 104 5 13.0 4 20

218 ὀ) 2㻘898 20 230

86㻘925 6㻘900
52ᅇ(㐌1ᅇ) 4㻘520㻘100 104ᅇ(㐌2ᅇ) 㻣1㻣㻘600

3㻘802㻘500

⛣ື㈍኎ᑟධ๓ ⛣ື㈍኎ᑟධᚋ

ྜィ 䛆ᓥ඲య䞉ᖺ㛫䛇
ᕪ␗ 䛆ᓥ඲య䞉ᖺ㛫䛇

ྜィ 䛆ᓥ඲య䞉1ᅇ䛒䛯䜚䛇

 
㊰

㈙
≀

᚟
㊰

ྜィ 䛆1ே䞉1ᅇ䛒䛯䜚䛇
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 ⛣動㈍኎を導入したことによる౽┈は，ᓥ全体で年間⣙ 380 万෇となった．これは㐌 6 日⛣動㈍኎を行うࢣー

スを考えれࡤ，஦ᴗが安定した㝿の行ᨻからの年間ᨭ᥼㢠⣙ 42 万෇よりも༑分に大きな値である． 
�

����ホ౯⤖ᯝ� ࡟኱ᆺ࡜ࡿ࠶ࡀ࣮ࣃ࣮ࢫ௬ᐃ��

 ๓⠇の評価は対象とする㞳ᓥのタ定によっては値が大きく変ࢃってくる．そこで，౽┈にᕪのฟづらい(⛣動

㈍኎に不利なタ定)౛として，試みに本ᅵഃの内㝣部ではなく，本ᅵഃの に大型スーࣃー(ショッࣆングࢭン

ター)があるとして౽┈を評価した．すなࢃち，表 16 の⃰い㟷の行の一般化㈝用を 0 と⨨いて計算を行う．その

場合であっても౽┈は年間⣙ 116 万෇となった． 
 以ୖから本⛣動㈍኎஦ᴗは༑分な㈝用対ຠ果をぢ込ࡴことがฟ᮶るとゝえる． 
 
 なお，6.2 ⠇および 6.3 ⠇は㞳ᓥఫẸの౽┈のみを求めたものである．本ᅵഃの㈙い物困難⪅も考៖すると，

᝿定される⥲౽┈は᭦に大きい． 
 
 

��� �࡟ࡾࢃ࠾

 
 中小規模の㞳ᓥでは，過␯化，高㱋化，༺኎࣭小኎ᴗの⾶㏥，⯟㊰数のῶᑡ等が進みつつある．そのため，

ୖ記㞳ᓥᒃఫ⪅はいࡺࢃる㈙い物ᙅ⪅となりつつあり，対⟇が急ົである．本論文ではシー࣒レス小型船シス

．を利用した㈙い物ᨭ᥼⟇としてᗑ⯒物流の௦᭰となる⛣動㈍኎஦ᴗをᥦ᱌し，㈝用対ຠ果等を評価した࣒ࢸ

その結果，஦ᴗが安定する 4 年┠以㝆においては஦ᴗ⪅及びᆅ元スーࣃーは஦ᴗ⥅⥆の可能な利┈をୖࡆ，㞳

ᓥᒃఫ⪅の౽┈評価においても༑分なຠ果がぢ込めることがࢃかった． 
 以ୖにより，シー࣒レス小型船シス࣒ࢸを用いることで，᭷用かつᣢ⥆可能な⛣動㈍኎஦ᴗを大きな行ᨻ負

担なしに㞳ᓥᒃఫ⪅にᥦ౪可能であることを示した． 
 
 

ㅰ� � ㎡�

 
本研究はᅜᅵ஺㏻省 ஺㏻㐠㍺ᢏ⾡開発推進ไ度におけるࠕ㞳ᓥの஺㏻ᨭ᥼のためのシー࣒レス小型船シス࣒ࢸ

の開発ࠖにより実施した．ここに関係ྛ఩に対し深くㅰពを表する． 
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 ここでは㞳ᓥ⤫計年報 1)2)を分ᯒすることにより，ᅜ内の主要な 310 ᓥ8について㞳ᓥの㈌物㍺㏦の基♏的≉ᚩ

をㄪ࡭る． 
 
(1) ㈌物量の分布 
 付図 1 は㞳ᓥを ‴での年間ฟ入㈌物量(⛣ฟと⛣入の合計)の小さい㡰に並࡭たものである．このうち⣙ 1/4
のᓥがฟ入㈌物量 0 千トン，すなࢃち㈌物量が 50 トンᮍ‶9と記㘓されている．一方，㤶ᕝ┴の直ᓥ10における

846 万トンを➹㢌に年間 100 万トン以ୖのᓥが 18 あるなど，ᓥによって多様性が大きい． 
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(2) ⛣ฟと⛣入の関係 
 付図 2࣭3 にᓥẖの⛣ฟと⛣入の散布図を示した． 
 付図 2 から㞳ᓥ全体としては⛣ฟと⛣入は࡯ぼ比౛関係にあることが分かる．なお，図中，長ᓮ┴の松ᓥは

⛣ฟに比して⛣入が非ᖖに大きいが，これはⅆ力発㟁所があるため，ᓥの規模に比࡭て⇞ᩱの⛣入がᴟめて大

きいからである． 
 また付図 3 は付図 2 について⛣ฟ࣭⛣入とも 0㹼3.0 千トンの⠊ᅖを拡大したものである(たࡔし，ྠ一Ⅼに多

数のᓥが重なっているため，度数に比౛させて෇の面✚を変えてある11)が，ᑡ数の౛外を㝖き，㈌物量のᑡな

い㞳ᓥでは⛣ฟよりも⛣入が多い傾向があることが分かる．⛣ฟ入がᑡないᓥは人的࣭⤒῭的なά動量がᑡな

く，また高㱋化も進ࢇでいることが多いため，生⏘よりもᾘ㈝が主となっているためと推ᐹされる． 
 

                                                  
� 㞳ᓥ᣺⯆法࣭小➟原ㅖᓥ᣺⯆開発≉ูᥐ⨨法࣭዆⨾⩌ᓥ᣺⯆開発≉ูᥐ⨨法࣭沖⦖᣺⯆≉ูᥐ⨨法に指定されている㞳ᓥ

のうち，ఫẸのᒃఫが確認されたᓥ． 
� 㞳ᓥ⤫計年報ではฟ入㈌物量が ��� 千トン単఩でᥖ㍕されているため，�� トンᮍ‶は � に୸められる． 
�� ᓥの໭部に大規模な精㘐所がある ��． 
�� ౛えࡤ⛣ฟ入ඹに ��� 千トンを示す෇�図中 � ␒┠に大きな෇�はᓥ数 �� を示している． 
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(3) ྛ✀⤫計量と㈌物量の関係 
 ඛ験的に㈌物量と関係が深いとᛮࢃれる人ཱྀと㈌物量の関係を付図 4 に示す．全体としては人ཱྀとඹに㈌物

も増えるという傾向はほᐹできるものの，線形㏆ఝᘧ(原Ⅼを㏻るとする)のỴ定係数 52 の値は⛣ฟで 0.20，⛣

入で 0.25 と小さい．௚に㈌物量との関㐃を期ᚅできる，生⏘年㱋人ཱྀ，ほග客数，㎰ᯘ水⏘生⏘㢠合計との関

係もㄪ࡭たが，いࡎれもྠ様の傾向があり᫂確な┦関関係はぢられなかった． 
 この理由として，内海࣭本ᅵ㏆接型及び外海࣭本ᅵ㏆接型の㞳ᓥ12では，物流࣭人流の౽が良いことや㞳ᓥ᣺

⯆の一ຓに工場࣭発㟁所等の大規模なタഛがタ⨨されることが多く，ᓥの本᮶の規模に比して大量の物流が発

生するࢣースがあるからと推ᐹされる．これらは㏻ᖖᑓ用の船で㍺㏦されるため，小型シー࣒レス船の㍺㏦対

象には㥆ᰁまない． 
 そこで，㞳ᓥ⤫計年報に㢮型分㢮のある 261 ᓥ13について，内海及び外海の本ᅵ㏆接㞳ᓥを㝖いて再度┦関を

ぢたものが付図 5 である．㏆ఝᘧの係数が小さくなるとඹにỴ定係数 52は 0.85 及び 0.89 となり高い┦関が認め

られる．これから，平ᆒ的には㞳ᓥ人ཱྀ 1 人あたりの基♏的な物流量(㞳ᓥの人ཱྀ一人当たりの㈌物量原単఩)
として，ࣂルク㈌物及び一般㈌物合ࢃせて⛣ฟが⣙ 25 トン/年，⛣入が⣙ 32 トン/年発生するとゝえる14,15． 
 

                                                  
12 㞳ᓥ⤫計年報では，㞳ᓥ᣺⯆法のල体的施⟇である㞳ᓥ᣺⯆計画に基づき，㞳ᓥを内海࣭本ᅵ㏆接型，外海࣭本ᅵ㏆接型，

Ꮩ❧࣭小型，Ꮩ❧࣭大型，⩌ᓥ࣭主ᓥ型，⩌ᓥ࣭ᒓᓥ型の 6 つに㢮型化している． 
13 㞳ᓥ᣺⯆法で指定される㞳ᓥである． 
14 本ᅵ㏆接型㞳ᓥを㝖いて算ฟしたが，基♏的物流量の値としては本ᅵ㏆接型の㞳ᓥにも当てはまる． 
15 たࡔし，人ཱྀがᑡなく人的࣭⤒῭的ά動量が低くなって自⤥自㊊傾向のᙉい㞳ᓥでは，これよりも物流量は小さくなるこ

とにὀពされたい． 
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(4) ㈌物量増加率と㍺㏦人数増加率の関係 
 シー࣒レス小型船は㈌客୧用であるため，㍺㏦能力を検討するには୧⪅を考៖する必要がある．また，シー

レス小型船の㍺㏦能力や適切な㍺㏦㊥㞳を考៖すると，㍺㏦対象としてはᏙ❧࣭小型，Ꮩ❧࣭大型，⩌ᓥ࣭࣒

主ᓥ型の㞳ᓥはあてはまりづらい．そこでᑗ᮶の必要な㍺㏦能力を検討するཧ考とするため，内海࣭本ᅵ㏆接

型，外海࣭本ᅵ㏆接型，⩌ᓥ࣭ᒓᓥ型16の㞳ᓥを対象に，2003 年と 2007 年の間における㈌物量と㍺㏦人数の増

加率を散布図に表したのが付図 6 である．たࡔし，㞳ᓥ規模もほᐹするため，෇の面✚を 2007 年の人ཱྀに比౛

させた． 
 ここで，∦㐨の必要㈌物㍺㏦量としては⛣ฟと⛣入のうち大きい値を用いた．その㝿，⛣ฟ࣭⛣入それࡒれ

につき(3)の付図 5 の線形㏆ఝᘧによる推定値と実⦼値とのどちらか小さい方を用いることで，ᓥ内の大型施タ

の影響を㝖き小型シー࣒レス船に適合する㈌物の㍺㏦量とした．また，∦㐨㍺㏦人数は，文⊩記㍕の乗㝆人員

数の༙分の値を用いた． 
 図から人ཱྀ規模に関ࢃらࡎ㍺㏦人数࣭㈌物㍺㏦量ඹにῶᑡしているᓥが多く，必要な海ୖ㍺㏦能力は全体と

して⦰小傾向にあることが分かる． 
 

                                                  
16 ᒓᓥ㸫主ᓥ間の㍺㏦を対象とする． 
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